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研究実績の概要 

 

この研究は流体摩擦抵抗の主要因となる乱流境界層において，乱流領域が層流領域を侵食する際，

その界面で起きている現象に着目している．一般に，乱流境界層の壁近傍ではスパン方向に並んだ低

速ストリーク構造が生成・成長・崩壊の過程を繰り返しており，このような低速ストリークの自己維

持機構により乱流現象が維持されていることが知られている．そこで，この乱流維持に必要不可欠な

低速ストリーク構造が乱流と層流の界面においてどのようなスケールを有するかを本研究では実験的

に調べた．  

 

実験は，平板上に発達した層流境界層中に吹き出し・吸い込みによる強い点源攪乱を与えてその下

流に局所的な乱流領域（乱流くさび）を人工的に作って行われた．測定は，空間的な瞬時速度分布が

取得可能な粒子画像流速計測法（PIV法）を用いて行われた．その結果，乱流くさびは運動量厚さに

基づくレイノルズ数で200程度に達すると乱流くさびはスパン方向に拡がり始めることが分かった．

このときの乱流中心部のストリーク間隔は約12壁単位の高さ位置において約80壁単位であり，これは

層流境界層の排除厚さの約3倍の大きさに相当することが明らかとなった．これは乱流が層流を侵食

して拡大し始める臨界のストリークスケールを示しており，これよりも小さなスケールのストリーク

は粘性の作用に負けてしまうため，スパン方向へ拡大できないものと考えられる．この知見は学術的

には乱流拡大の臨界条件を低速ストリークのスケールから明らかにしており，また工学的には乱流拡

大抑制制御に向けた指針となっている．当初は拡大抑制制御法についても試みる予定であったが，本

研究期間では界面構造を明らかにするにとどまってしまったことが反省すべき点である． 

 

なお，本研究結果は平成18年度中に国際会議1件，国内会議1件で発表予定である． 
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